
鹿児島県の奄美大島で2018年7月、空き家に放火したとして、県警捜査1課は、現住建造物等放
火容疑で、同県龍郷町の30歳の建設作業員の容疑者を逮捕したようです。
男性容疑者は地元の消防団に所属し、「出動手当が欲しかった」と容疑を認めているようです。
逮捕容疑は2018年7月19日午前2時頃、龍郷町嘉渡の木造平屋建ての空き家に侵入して放火
し、近隣の民家など計11棟（470㎡）と軽乗用車1台を全半焼させた疑いです。
県警によりますと、容疑者は放火後、自ら119番し、消火活動に参加。5000円の出動手当を受け
取っていたようです。
同町では2日前にも住宅など7棟が燃える火災が発生していて、容疑者は調べに対し、この火災
への関与もほのめかしているそうです。いずれの火災もけが人は居ませんでした。
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